
 

 

 

 

 

 

 

 令和 4年度から毎年１本ずつ植樹をしている 

希少植物「ハマボウ」の花が今年も咲きました。 

うれしいことに令和７年度の卒業生が植樹した 

ばかりの「ハマボウ」も、昨日はじめて花を咲か 

せました。 

修学旅行 

6月 25日（木）～26日（金）、５・６年生は修学旅行 

でした。大雨の影響が心配されたのですが、子どもたち 

の願いが通じたのでしょう。以下のコースで予定通り 

充実した内容で実施できました。 

【１日目】 

①西九州新幹線大村車両基地見学 

＜学校（貸切バス）➡西九州新幹線大村車両基地＞ 

②新大村駅（駅長さんのお話） 

＜西九州新幹線大村車両基地（貸切バス）➡新大村駅＞ 

③新幹線乗車 

＜新大村駅（新幹線）➡武雄温泉駅＞ 

④ららぽーと福岡（キッザニア福岡体験） 

＜武雄温泉駅（貸切バス）➡ららぽーと福岡＞ 

⑤PAYPAY ドーム（ソフトバンク VSオリックス戦観戦） 

＜PAYPAY ドーム（貸切バス）➡宿泊場所（志賀島）＞ 

【２日目】 

⑥マリンワールド見学 

＜マリンワールド（貸切バス）➡板付遺跡＞ 

⑦板付遺跡（講話・体験学習） 

＜板付遺跡（貸切バス）➡学校＞ 
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校内研究（研修） 

校内研究（研修）とは、学校において、子どもたちの教育のために、教職員が共同で行う研究で

す。本年度から、すべての学年が複式学級となったということもあり、本校では、『 複式学級におけ

る主体的に学び合う児童の育成  ～協働的な学びを支える授業づくりを通して～ 』という研究

主題を掲げて研究（研修）をしているところです。7 月 3 日（金）には、複式学級のすべての担任が

長崎大学教育学部附属小学校の複式学級の授業を参観しました。下の写真はその様子です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参観後は、附属小学校の先生と研究会を実施しまし

た。右の写真は、授業において有効な手立てや、これか

ら、川原小学校の子どもたちと複式の学習を進めていく

にあたっての課題とその対応などを話し合っているところ

です。附属小学校に複式学級が設置されて 20 年以上

になります。附属小学校の実践に学ばせていただくこと

が多く、有意義な研修となりました。このような研修を繰

り返し、日々、よりよい授業づくりを目指して取り組んでい

るところです。 

 

 

 

 


